
野
鳥
保
護
か
ら
築
く

持
続
可
能
な
社
会

上
田
恵
介

日
本
野
鳥
の
会
会
長

エゴノキの花

会

長

挨

拶

有明海のハマシギの群れ

https://www.wbsj.org/about-us/message/

上田会長が折々に綴る
トップメッセージ

２か月ごとに更新中です！
ぜひご覧ください

事
業
報
告

２
０
２
５（
令
和
７
）年
度

日
本
野
鳥
の
会
は
、
日
本
で
最
も
歴
史
の
あ
る
、

国
内
最
大
の
自
然
保
護
N
G
O
と
し
て
、
創

立
以
来
91
年
間
に
わ
た
り
、
日
本
の
自
然
と

野
鳥
の
保
護
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
そ
れ
も
す
べ
て
、
当
会
の
活
動
を
支
え
て

く
だ
さ
る
会
員
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
さ
ま
の
お

力
添
え
が
あ
っ
て
こ
そ
で
す
。
深
く
感
謝
す
る

と
と
も
に
、
２
０
２
５
年
度
の
活
動
を
ご
報

告
し
ま
す
。

１
９
５
０
年
大
阪
府
生
ま
れ
。理
学
博

士
。動
物
生
態
学
者
。立
教
大
学
名
誉

教
授
。鳥
類
を
中
心
と
し
た
動
植
物
全

般
の
進
化
生
態
学
、行
動
生
態
学
を
専

門
と
す
る
か
た
わ
ら
、環
境
問
題
の
研

究
に
も
取
り
組
む
。野
鳥
や
自
然
に
関

す
る
一
般
書
の
執
筆
、テ
レ
ビ
・
ラ
ジ

オ
出
演
で
は
、柔
ら
か
く
、わ
か
り
や

す
い
解
説
に
定
評
が
あ
る
。１
９
６
３

年
の
小
学
生
の
頃
か
ら
、日
本
野
鳥
の

会
会
員
。２
０
１
５
年
６
月
に
日
本
野

鳥
の
会
副
会
長
に
就
任
。２
０
１
９
年

６
月
よ
り
会
長
に
就
任
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よ
　
ま
　
せ

新
緑
の
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

　
今
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
の
は
新
緑
の
季
節
、

近
く
の
里
山
で
は
、エ
ゴ
ノ
キ
の
花
が
満
開
で
す
。

花
が
な
い
と
ど
こ
に
あ
る
の
か
わ
か
ら
な
い
エ
ゴ

ノ
キ
で
す
が
、
花
が
咲
く
と
、
真
っ
白
な
花
が
新

緑
の
な
か
で
存
在
感
を
主
張
し
て
い
ま
す
。
エ
ゴ

ノ
キ
は
梅
雨
が
近
い
こ
と
を
知
ら
せ
る
季
節
の
花

で
す
。

　
さ
て
私
事
で
す
が
、
わ
た
く
し
、
昨
年
、
後
期

高
齢
者
の
仲
間
入
り
を
し
、
シ
ニ
ア
大
学
の
仕
事

か
ら
も
フ
リ
ー
に
な
っ
た
の
で
、
久
し
ぶ
り
に
遠

出
の
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。
４
月
に
は
有
明
海
（
東
よ
か
干
潟
や
荒
尾
干

潟
）
の
シ
ギ
・
チ
ド
リ
、
5
月
に
は
九
州
・
久
住

連
山
や
戸
隠
の
夏
鳥
た
ち
に
会
い
に
行
っ
て
来
ま

し
た
。
な
か
に
は
50
年
振
り
、
60
年
振
り
（
！
）

に
訪
れ
た
場
所
も
あ
り
ま
す
。
時
が
流
れ
、
自
然

環
境
も
変
わ
っ
て
い
く
の
は
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん

が
、
中
学
生
の
頃
に
支
部
の
一
泊
探
鳥
会
で
訪
れ

た
長
野
・
夜
間
瀬
川
の
チ
ョ
ウ
ゲ
ン
ボ
ウ
繁
殖
地

に
は
も
う
チ
ョ
ウ
ゲ
ン
ボ
ウ
の
姿
は
な
く
、
イ
ソ

シ
ギ
が
繁
殖
し
て
い
た
河
川
敷
に
ニ
セ
ア
カ
シ
ア

が
繁
茂
し
て
い
る
光
景
に
は
、
ち
ょ
っ
と
寂
し
さ

を
感
じ
ま
し
た
。

が
失
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
平
和
な
世
界
を
望
ん
で

い
る
の
は
当
然
で
す
が
、
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
封
鎖
と

い
う
今
回
の
事
態
が
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
ど
っ
ぷ

り
つ
か
っ
た
私
た
ち
の
生
活
を
見
直
す
い
い
機
会

だ
と
言
っ
た
ら
、
叱
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
？

　
そ
も
そ
も
石
油
も
石
炭
も
、
今
か
ら
数
億
年
前

に
地
球
上
に
生
息
し
て
い
た
生
物
が
作
り
出
し
た

も
の
で
す
。
石
油
は
海
に
生
息
し
て
い
た
植
物
プ

ラ
ン
ク
ト
ン
の
遺
骸
が
深
海
に
堆
積
し
て
、
さ
ら

に
地
殻
中
に
取
り
こ
ま
れ
、
高
温
高
圧
下
で
何
億

年
も
の
時
を
経
て
生
成
さ
れ
た
も
の
で
す
。
石
炭

も
３
億
年
前
の
古
生
代
の
陸
上
植
物
が
地
中
に
埋

も
れ
て
、
熱
と
圧
力
の
元
で
形
成
さ
れ
た
も
の
で

す
。
大
気
の
な
か
に
存
在
し
て
い
た
二
酸
化
炭
素

を
地
中
に
炭
素
化
合
物
と
し
て
蓄
積
し
て
い
る
、

こ
れ
ら
の
埋
蔵
資
源
を
掘
り
出
し
て
燃
焼
さ
せ
、

空
気
中
に
二
酸
化
炭
素
を
戻
し
て
い
く
こ
と
が
つ

づ
い
て
い
く
な
ら
ば
、
地
球
環
境
は
ど
う
な
っ
て

い
く
の
か
、
深
刻
に
考
え
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

ホ
ル
ム
ズ
海
峡
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

　
と
こ
ろ
で
皆
さ
ん
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
主
に
石

油
か
ら
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
知
っ
て
お
ら
れ
ま

す
ね
。
植
物
由
来
の
バ
イ
オ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
も
あ

り
ま
す
が
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
ほ
と
ん
ど
は
石
油

か
ら
精
製
し
た
エ
チ
レ
ン
な
ど
の
分
子
を
化
学
反

応
で
多
数
く
っ
つ
け
て
ポ
リ
マ
ー
を
つ
く
り
、
こ

れ
が
容
器
や
包
装
、
そ
の
ほ
か
私
た
ち
が
生
活
の

な
か
で
目
に
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

品
に
加
工
さ
れ
る
わ
け
で
す
。

　
現
在
、
そ
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
供
給
不
足
が
心

配
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
3
月
に
ア

メ
リ
カ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
が
イ
ラ
ン
に
対
し
て
攻
撃

を
行
い
、
そ
れ
に
よ
っ
て
中
東
の
石
油
の
輸
送
経

路
で
あ
っ
た
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
が
封
鎖
さ
れ
、
日
本

へ
の
石
油
の
供
給
、
ひ
い
て
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

生
産
に
大
き
な
影
響
を
あ
た
え
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
戦
争
が
1
日
も
早
く
終
わ
っ
て
、
貴
重
な
人
命

海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
問
題

　
日
本
野
鳥
の
会
が
、
現
在
、
重
点
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
活
動
の
ひ
と
つ
が
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
問
題
で
す
。
海
洋
に
漂
う
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
ポ

リ
袋
、
浮
き
や
網
な
ど
の
廃
棄
漁
具
は
、
ア
ホ
ウ

ド
リ
や
ウ
ミ
ガ
メ
な
ど
に
よ
る
誤
食
や
絡
ま
り
の

問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
が
、さ
ら
に
深
刻
な
の
は
、

海
洋
に
流
れ
出
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
が
紫
外
線

な
ど
で
劣
化
し
て
ど
ん
ど
ん
細
か
く
な
り
、
プ
ラ

ン
ク
ト
ン
と
一
緒
に
海
洋
生
物
の
体
内
に
取
り
込

ま
れ
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
よ
り
さ
ら
に
微
小
な
ナ
ノ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に

い
た
っ
て
は
ウ
イ
ル
ス
の
サ
イ
ズ
に
ま
で
細
か
く

な
っ
て
お
り
、
一
部
は
魚
や
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
細

胞
に
ま
で
（
ひ
い
て
は
私
た
ち
人
間
の
細
胞
に
ま

で
）
取
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま

す
。
最
近
の
研
究
で
は
、
微
小
化
し
た
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
が
海
面
を
覆
う
こ
と
で
、
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト

ン
の
光
合
成
量
を
低
下
さ
せ
、
海
洋
の
二
酸
化
炭

素
吸
収
量
を
大
き
く
減
少
さ
せ
て
い
る
こ
と
も
分

か
っ
て
き
て
い
ま
す
。
当
会
が
東
京
農
工
大
学
と

共
同
で
行
っ
た
研
究
で
も
、
オ
ー
ス
ト
ン
ウ
ミ
ツ

バ
メ
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
へ
の
添
加
剤
が
検
出
さ

れ
て
い
ま
す
。プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
投
棄・拡
散
、

ま
た
焼
却
に
よ
る
熱
回
収
は
、
私
た
ち
へ
の
健
康

被
害
も
含
め
、
地
球
温
暖
化
を
加
速
す
る
要
因
の

一
つ
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
こ
の
問
題
は
一
朝
一
夕
で
は
解
決
で
き
ま
せ
ん

が
、
製
造
者
責
任
の
導
入
な
ど
の
法
改
正
も
含
め

て
、
国
や
世
界
レ
ベ
ル
で
の
解
決
を
求
め
て
い
く

活
動
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
は
、
マ
イ
ボ
ト
ル
や
マ

イ
バ
ッ
グ
を
使
う
な
ど
、
な
る
べ
く
使
い
捨
て
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
を
使
わ
な
い
生
活
、
探
鳥
会
に
合
わ

せ
て
浜
辺
で
の
プ
ラ
ゴ
ミ
拾
い
、
当
会
主
催
の
ウ

ェ
ビ
ナ
ー
に
参
加
い
た
だ
く
な
ど
の
活
動
か
ら
、

こ
の
問
題
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が

大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
理
念

　
鳥
た
ち
に
優
し
い
社
会
は
、
人
に
も
優
し
い
社

会
で
す
。
野
鳥
を
保
護
す
る
こ
と
は
、
こ
の
国
の

豊
か
な
自
然
を
保
護
す
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
自

然
界
の
一
員
で
も
あ
る
人
間
の
健
全
な
暮
ら
し
を

守
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
未
来
を
生

き
る
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
も
、
私
た
ち
に
負
わ

さ
れ
た
責
任
は
大
き
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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初
代
会
長
で
あ
る
中
西
悟
堂
が
1
9
3
4
（
昭
和
9
）
年

に
創
立
し
て
以
来
、
当
会
は
全
国
に
広
が
る
連
携
団
体
〈
支

部
〉（
以
下
、「
支
部
」と
い
う
）や
会
員
、支
援
者
に
支
え
ら
れ
、

ま
た
、
他
の
団
体
、
企
業
、
行
政
と
力
を
あ
わ
せ
て
、「
野

鳥
も
人
も
地
球
の
な
か
ま
」
を
合
言
葉
に
、
人
と
自
然
が
共

存
す
る
未
来
を
目
指
し
て
活
動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ご
支

援
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ま
に
、
心
よ
り

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
2
0
2
5
年
度
も
全
国
85
の
支
部
と
協
働
し
な
が
ら
、
野

鳥
を
中
心
に
し
た
生
物
多
様
性
の
保
全
活
動
や
政
策
提
言
、

野
鳥
や
自
然
を
愛
す
る
活
動
を
広
げ
る
た
め
の
普
及
活
動
等

に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
以
下
に
、
そ
の
成
果
を

報
告
し
ま
す
。

　
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
種
の
保
護
に
つ
い
て
は
、
タ
ン
チ

ョ
ウ（
湿
原
）、
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ（
森
林
）、
カ
ン
ム
リ
ウ
ミ
ス

ズ
メ（
海
洋
）、
チ
ュ
ウ
ヒ（
原
野
）
を
取
り
上
げ
、
各
種
の

名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
削

減
に
向
け
て
実
効
性
が
あ
る
法
制
度
を
整
備
で
き
る
よ
う
に
、

関
係
団
体
と
と
も
に
政
府
へ
政
策
提
言
を
行
っ
た
ほ
か
、

I
U
C
N
の
世
界
自
然
保
護
会
議
に
参
加
し
て
、「
人
間
の

健
康
、
生
物
多
様
性
、
自
然
環
境
を
守
る
た
め
に
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
汚
染
に
終
止
符
を
打
つ
た
め
の
行
動
を
推
進
す
る
」

動
議
を
提
案
し
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
民
科
学
と
し
て
の
野
鳥
観
察
の
促
進
と
デ
ー
タ
の
活
用

を
進
め
る
た
め
に
コ
ー
ネ
ル
大
学
と
共
同
で
運
営
し
て
い
る

「eBird Japan

」
に
つ
い
て
は
、
参
加
者
拡
大
の
た
め
に
愛

鳥
週
間
や
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
ウ
ィ
ー
ク
、G

lobal 
Big D

ay

に
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
と
と

も
に
、
11
月
8
日
に
は
同
大
学
の
研
究
員
の
来
日
に
合
わ
せ

て
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「eBird

の
デ
ー
タ
解
析
と
保
全
・

科
学
研
究
へ
の
活
用
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
普
及

活
動
を
通
じ
て
、eBird

の
国
内
の
利
用
者
は
１
万
２
千
人

に
達
し
ま
し
た
。

　
野
鳥
や
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
や
そ
の
大
切
さ
を
広
め
る
普

及
活
動
は
、
自
然
保
護
活
動
と
と
も
に
重
要
な
活
動
で
す
。

そ
の
活
動
の
中
心
は
、
全
国
各
地
の
支
部
に
よ
っ
て
開
催
さ

れ
て
い
る
探
鳥
会
で
す
。
今
年
度
の
全
国
の
探
鳥
会
の
年
間

参
加
者
は
昨
年
度
よ
り
も
増
え
て
約
7
万
人
に
な
り
、
ほ
ぼ

コ
ロ
ナ
禍
前
の
水
準
に
戻
り
ま
し
た
。
な
お
、
そ
の
探
鳥
会

の
リ
ー
ダ
ー
養
成
に
活
用
す
る
「
探
鳥
会
リ
ー
ダ
ー
養
成
テ

キ
ス
ト
」
を
発
行
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
を

活
用
し
て
、
リ
ー
ダ
ー
育
成
を
推
進
・
支
援
し
て
い
く
予
定

で
す
。

　
ツ
バ
メ
を
題
材
と
し
た
人
と
野
鳥
が
共
存
す
る
社
会
づ
く

り
を
提
案
す
る
事
業
で
は
、
ね
ぐ
ら
マ
ッ
プ
の
オ
ン
ラ
イ
ン

化
や
新
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
お
や
す
み
ツ
バ
メ
」
を
発
行
。
加

え
て
、
ツ
バ
メ
の
巣
を
見
守
る
20
都
府
県
の
32
の
企
業
・
団

体
に
対
し
て
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
こ
の
模
様
は
全
国

26
の
メ
デ
ィ
ア
で
報
道
さ
れ
、
当
会
の
P
R
に
も
貢
献
し
ま

し
た
。

　
新
規
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
超
独
断
！
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
は
じ
め
、
野
鳥
に
関
す
る
小
冊
子
を
３
万

５
千
部
配
布
す
る
と
と
も
に
、
野
生
動
物
と
の
関
わ
り
方
に

つ
い
て
考
え
る
「
野
鳥
の
子
育
て
応
援
（
ヒ
ナ
を
拾
わ
な
い

で
！
）」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
、
日
本
鳥
類
保
護
連
盟
や
野
生

動
物
救
護
獣
医
師
協
会
と
と
も
に
継
続
し
、
ポ
ス
タ
ー
を
11

万
枚
制
作
し
て
全
国
に
配
布
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、近
年
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
も
人
気
が
あ
り
、

財
団
主
催
で
開
催
し
た
25
回
の
講
座
に
は
、
年
間
で
約
2
万

5
千
人
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
会
は
国
や
地
方
自
治
体
か
ら
の
補
助
金
等
に
依
存
せ
ず
、

運
営
財
源
を
会
費
や
寄
付
金
、
受
託
事
業
や
収
益
事
業
と
し

て
行
う
物
販
事
業
に
よ
る
収
入
に
よ
っ
て
ま
か
な
っ
て
い
る

N
G
O
（
非
政
府
組
織
）
で
す
。

　
下
図
に
示
す
よ
う
に
、
2
0
2
5
年
度
に
つ
い
て
年
間
約

６
億
６
千
万
円
規
模
の
自
然
保
護
及
び
普
及
事
業
と
い
っ
た

公
益
的
な
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
活
動
費
は
、①

入
会
金
及
び
会
費
、②
寄
付
及
び
寄
付
を
特
定
資
産
化
し
た

資
産
の
取
崩
収
入
、③
受
託
収
入
等
の
自
然
保
護
・
普
及
事

業
収
入
、④
収
益
事
業
か
ら
の
繰
入
金
、
の
４
つ
の
お
も
な

財
源
か
ら
ま
か
な
っ
て
い
ま
す
。

　
2
0
2
5
年
度
は
、
会
員
か
ら
の
会
費
が
約
１
億
８
百
万

円
、
支
援
者
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
遺
贈
や
ご
寄
付
は
約
４
億

３
千
８
百
万
円
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。
収
益
事
業
か
ら
の
繰
入

金
も
２
千
１
百
万
円
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
収
入
が
当
会
の

公
益
的
な
活
動
を
支
え
る
大
き
な
財
源
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
こ
う
し
た
皆
さ
ま
か
ら
の
負
託
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
、
野
鳥
を
通
し
て
自
然
に
親
し
み
自
然
を
守
る
運
動
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
引
き
つ
づ
き
ご
支
援
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日本野鳥の会理事長

遠藤孝一

２０２５年度
決算のご報告

2025年度事業を
振り返って

事業活動支出の合計額は、9億1,270万円でした。希少種やその生息地を守る自然保護活動、各施設やオンラインも活用した普及活動等を
継続的に展開いたしました。今年度いただいた多額のご寄付の一部は、次年度以降の資産として積み立てております。

※特定資産取得支出は、次年度以降特定の目的のために使用する資産を積み立てたものです。

事業活動
収入

当会事業計画や決算について
日本野鳥の会  決算 検索

56,682千円
130,614千円

233,421千円

420,717千円
   

218,764千円
19,490千円
3,167千円
241,421千円

13%
31%

55%

91%
8%
1%

絶滅危惧種の保護活動
野鳥生息地の保護・保全活動

直営サンクチュアリ・
受託施設を拠点とする地域の
自然環境保全活動

合計 

   

普及・教育・啓発活動
広報・出版活動
その他
合計

自然保護事業内訳

普及事業内訳

事業活動
支出

2,564千円
25,722千円

150,754千円

179,040千円

1％
14％

85％

絶滅危惧種の保護活動　
野鳥生息地の保護・保全活動

直営サンクチュアリ・
受託施設を拠点とする地域の
自然環境保全活動

合計

自然保護事業収入内訳

この決算報告では、当会の
「公益活動に関する決算数
値」を、支援者の皆さまに
わかりやすいよう、一部集
計し直しております。
公益法人会計基準に従っ
た財務諸表等は、当会HP
をご覧ください。

2025（令和7）年度決算の事業活動収入合計額は、9億4,868万円でした。入会金及び会費は前年度比で微減、ご遺贈や大口寄付を含むご寄付による
支援を沢山いただきました。また当会収入を物品購入で支えていただく方も多く、収益事業による公益事業繰入金が2,000万円を超えました。

※特定資産取崩収入は、特定の目的のための積立資産（主に過年度のご寄付）を、目的に沿って支出するために取り崩したものです。

事業活動収入計
948,677千円
100%

入会金及び会費
107,625千円
11%

寄付
437,643千円
46%

特定資産取崩収入※
157,942千円
17%

自然保護事業収入
179,040千円
19%

普及事業収入
31,464千円／3%

収益事業からの繰入金
20,678千円／2%

補助金
3,970千円／1%

その他
10,315千円／1%

特定資産取得支出※
217,113千円
24%

事業活動支出計
912,696千円
100%

自然保護事業
420,717千円
46%

普及事業
241,421千円
26%

固定資産取得支出
4,150千円
1%

管理費
29,295千円
3%

1958年生まれ。当会理事長。日本
野鳥の会栃木県支部支部長、
NPO法人オオタカ保護基金代表。
長年、栃木県を中心に自然保護
や環境教育、猛禽類の保護や研
究に取り組む。現在、里山で生き
ものを育む農林業を営みながら
「サシバの里自然学校」を運営。
著書に、『オオタカの生態と保全』
（共編著、日本森林技術協会）、
『日本のタカ学』（分担執筆、東京
大学出版会）など

保
護
事
業
を
積
極
的
に
展
開
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ク
ロ
ツ
ラ

ヘ
ラ
サ
ギ
に
関
す
る
情
報
収
集
や
マ
ナ
ヅ
ル
、
ナ
ベ
ヅ
ル
の

越
冬
地
分
散
事
業
、
ア
カ
コ
ッ
コ
や
オ
オ
ジ
シ
ギ
の
保
護
活

動
も
継
続
し
、
シ
マ
ア
オ
ジ
の
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
越
冬

調
査
や
サ
シ
バ
の
渡
り
ル
ー
ト
解
明
に
も
協
力
し
ま
し
た
。

　
特
に
チ
ュ
ウ
ヒ
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
の
サ
ロ
ベ
ツ
原
野

と
勇
払
原
野
に
お
い
て
、
チ
ュ
ウ
ヒ
の
繁
殖
状
況
や
生
息
環

境
の
把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
、
イ
ギ
リ
ス
に
あ
る
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
チ
ュ
ウ
ヒ
が
繁
殖
す
る
複
数
の
保
護
区
を
視
察
訪
問
し
、

環
境
の
創
出
や
維
持
管
理
の
手
法
な
ど
保
護
施
策
立
案
の
た

め
の
基
礎
情
報
を
収
集
し
ま
し
た
。
ま
た
、
風
力
発
電
や
大

規
模
太
陽
光
発
電
等
が
、
立
地
に
よ
っ
て
は
野
鳥
の
衝
突
事

故
や
生
息
環
境
の
消
失
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
問
題
へ
も
引
き
つ
づ
き
取
り
組
み
ま
し
た
。
環
境

省
等
に
よ
る
7
件
の
各
種
検
討
委
員
会
や
衆
議
院
環
境
委
員

会
に
出
席
し
、専
門
的
見
地
か
ら
意
見
を
述
べ
る
と
と
も
に
、

問
題
の
あ
る
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
事
業
計
画
に
対
し
て
は

13
件
の
意
見
書
及
び
要
望
書
を
支
部
等
と
連
名
で
提
出
し
ま

し
た
。
な
お
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
や
チ
ュ
ウ
ヒ
の
生
息
に
大
き
な

影
響
を
与
え
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
た
（
仮
称
）
苫
東
厚
真
風

力
発
電
事
業
の
計
画
に
つ
い
て
は
、
当
会
や
支
部
、
地
域
の

関
係
団
体
等
と
の
連
携
が
実
り
、
中
止
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
海
鳥
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

の
問
題
に
つ
い
て
は
、
使
い
捨
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
削
減
や

持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
向
け
て
普
及
啓
発
す
る
た
め
に
、

一
般
向
け
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
3
回
開
催
し
1
5
0
0

普
及
事
業

自
然
保
護
事
業

財
政

事業報告
2025（令和7）年度



トピックス当会の取り組み

● 

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
事
業

　
２
０
２
５
年
度
も
、２
０
２
３
年
度
か
ら
継
続
し
て
、

北
海
道
北
部
に
建
設
さ
れ
た
複
数
の
風
力
発
電
施
設
で
、

ガ
ン
・
ハ
ク
チ
ョ
ウ
類
、
海
ワ
シ
類
の
鳥
類
が
渡
り
時

に
風
車
を
避
け
て
飛
ぶ
、〝
障
壁
影
響
調
査
〞
を
春

（
３
・
４
月
）
と
秋
（
10
・
11
月
）
に
実
施
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
オ
ジ
ロ
ワ
シ
や
オ
オ
ワ
シ
の
衝
突
死
が
頻
発

す
る
北
海
道
北
部
の
浜
里
ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
を
運
営

す
る
事
業
者
に
対
し
て
、
協
議
会
を
立
ち
上
げ
て
専
門

家
等
と
協
議
の
う
え
で
よ
り
厳
し
い
保
全
措
置
を
講
ず

る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

　
連
携
団
体
（
支
部
）
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
、意
見
書・

要
望
書
を
の
べ
13
件
提
出
し
、
行
政
機
関
が
主
催
す
る

各
種
検
討
会
に
委
員
と
し
て
参
加
し
、
政
策
提
言
を
行

い
ま
し
た
。

 

● 

チ
ュ
ウ
ヒ
保
護
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
６
月
に
英
国
王
立
鳥
類
保
護
協
会
（
R
S
P
B
）
な

ど
が
運
営
す
る
野
鳥
保
護
区
ほ
か
10
か
所
を
訪
問
し
、

チ
ュ
ウ
ヒ
の
近
縁
種
で
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
チ
ュ
ウ
ヒ
の

繁
殖
環
境
の
創
出
方
法
を
学
び
ま
し
た
。
湿
地
環
境
を

維
持
し
て
い
く
こ
と
、
そ
の
た
め
に
は
保
護
区
内
の
土

壌
水
分
管
理
が
重
要
な
こ
と
、
定
期
的
な
ヨ
シ
刈
り
、

家
畜
の
放
牧
に
よ
る
植
生
管
理
や
捕
食
動
物
対
策
の
必

要
性
な
ど
に
つ
い
て
、
多
く
の
こ
と
を
学
べ
ま
し
た
。

　
勇
払
原
野
で
計
画
さ
れ
て
い
た
風
力
発
電
事
業
は
、

８
月
に
中
止
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。本
計
画
地
に
は
、

チ
ュ
ウ
ヒ
を
は
じ
め
と
す
る
希
少
鳥
類
の
重
要
な
繁
殖

地
が
残
っ
て
お
り
、
当
会
は
、
計
画
発
表
当
初
か
ら
地

域
の
保
護
団
体
な
ど
と
協
力
し
、
要
望
書
提
出
や
勉
強

会
な
ど
を
通
じ
、
中
止
を
訴
え
て
き
ま
し
た
。

● 

ツ
ル
越
冬
地
分
散
事
業

　
気
候
変
動
対
策
や
２
０
２
４
年
度
に
発
生
し
た
コ
メ

不
足
な
ど
の
た
め
、
農
業
政
策
が
大
き
く
変
わ
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。
ツ
ル
類
は
収
穫
後
の
水
田
で
越
冬
す
る
の

で
、
そ
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
対
策
を

検
討
す
る
た
め
の
調
査
や
行
政
へ
の
働
き
か
け
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、
愛
媛
県
西
予
市
や
熊
本
県
玉
名
市
で

の
地
域
の
取
り
組
み
に
参
画
し
ま
し
た
。

● 

重
要
生
態
系
監
視
地
域

　 

モニ
タ
リ
ン
グ
推
進
事
業（
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
サ
イ
ト
１
０
０
０
）

　
２
０
２
５
年
度
は
第
５
期
（
２
０
２
３
〜
２
０
２
７

年
）
の
３
年
目
に
あ
た
り
、
コ
ア
サ
イ
ト
で
は
繁
殖
期

19
か
所
、
越
冬
期
12
か
所
、
準
コ
ア
サ
イ
ト
で
は
繁
殖

期
７
か
所
、
越
冬
期
５
か
所
、
一
般
サ
イ
ト
で
は
繁
殖

期
77
か
所
、越
冬
期
53
か
所
で
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

コ
ア
サ
イ
ト
の
与
那
サ
イ
ト
（
沖
縄
島
）
で
越
冬
期
の

ホ
ン
ト
ウ
ア
カ
ヒ
ゲ
の
個
体
数
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
、

一
般
サ
イ
ト
で
は
、
越
冬
期
の
森
林
環
境
で
ア
オ
ジ
の

減
少
傾
向
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
調
査
結
果
の

発
表
と
普
及
、
調
査
員
獲
得
の
た
め
、
日
本
鳥
学
会
２

０
２
５
年
度
大
会
で
自
由
集
会
と
ポ
ス
タ
ー
発
表
を
行

い
ま
し
た
。そ
の
ほ
か
に
、新
し
い
調
査
員
の
確
保
と
調

査
員
の
交
流
、
情
報
交
換
を
目
的
に
調
査
研
修
・
交
流

会
を
現
地
で
1
回
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
1
回
行
い
ま
し
た
。

● eBird
の
運
営
と
利
用
促
進

　
世
界
最
大
の
市
民
科
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
トeBird

の
日

本
語
版
を
運
営
し
、eBird
へ
の
参
加
と
デ
ー
タ
の
活
用

● 

ア
カ
コ
ッ
コ
保
護
事
業

　
ア
カ
コ
ッ
コ
の
重
要
な
生
息
地
で
あ
る
三
宅
島
（
東

京
都
）
に
お
い
て
、
生
息
環
境
の
改
善
の
た
め
、
協
定

旅
館
に
協
力
し
て
も
ら
い
、
ア
シ
タ
バ
畑
２
か
所
に
水

場
を
設
置
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ

で
利
用
確
認
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
ア
カ
コ
ッ
コ
が
利
用

し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
島
内
外
に
参
加
者
を
募
り
、

林
床
を
覆
う
ツ
ル
を
除
去
し
、
採
餌
し
や
す
い
よ
う
に

整
備
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
近
年
ア
カ
コ
ッ
コ
と
エ
サ

の
競
合
が
懸
念
さ
れ
る
国
内
移
入
種
で
あ
る
ア
ズ
マ
ヒ

キ
ガ
エ
ル
の
影
響
を
調
べ
る
た
め
、
カ
エ
ル
除
去
区
を

作
る
た
め
の
カ
エ
ル
返
し
の
製
作
を
行
い
ま
し
た
。

● 

シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
保
護
事
業

　
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
の
エ
サ
資
源
不
足
を
補
う
た
め
、
２

０
２
５
年
度
は
日
高
地
域
の
当
会
野
鳥
保
護
区
内
に
設

置
し
た
い
け
す
へ
、
4
か
月
間
で
計
１
２
０
㎏
の
ヤ
マ

メ
を
給
餌
し
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
製
紙
株
式
会
社
と

の
協
定
に
も
と
づ
く
根
室
地
域
の
野
鳥
保
護
区
で
は
、

3
つ
が
い
の
縄
張
り
内
に
あ
る
河
川
に
お
い
て
、
夏
と

秋
の
2
回
、同
社
と
共
同
で
魚
類
密
度
調
査
を
実
施
し
、

エ
サ
資
源
量
の
把
握
に
努
め
ま
し
た
。さ
ら
に
、釧
路
地

域
の
野
鳥
保
護
区
で
は
、
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
が
好
む
豊
か

な
森
を
再
生
す
る
た
め
、
カ
ラ
マ
ツ
林
を
針
広
混
交
林

化
す
る
間
伐
施
業
を
17 

ha
で
実
施
し
ま
し
た
。
当
会
は

引
き
つ
づ
き
、
生
息
環
境
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
整
備
の

両
面
か
ら
、本
種
の
保
護
活
動
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

● 

ウ
ト
ナ
イ
湖
サ
ポ
ー
タ
ー
活
動

　
ウ
ト
ナ
イ
湖
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
・
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー
で
は
、
地
域
の
方
々
に
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、
イ

ベ
ン
ト
運
営
や
調
査
、
環
境
管
理
な
ど
多
岐
に
わ
た
る

ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
２
０
２
５
年
９
月
に

は
、
札
幌
で
開
催
さ
れ
た
「
日
本
鳥
学
会
２
０
２
５
」

に
サ
ポ
ー
タ
ー
の
小
・
中
・
高
校
生
た
ち
が
参
加
。
毎

月
行
っ
て
い
る
森
林
・
草
原
・
湿
原
で
の
ス
ポ
ッ
ト
セ

ン
サ
ス
調
査
の
結
果
を
、
約
40
年
前
の
調
査
デ
ー
タ
と

比
較
し
て
発
表
し
、
参
加
者
の
方
々
か
ら
温
か
な
声
援

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ウ
ト
ナ
イ
湖
を
除
き
、

勇
払
原
野
は
ま
だ
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
の
よ
う
な
環
境
保

全
の
枠
組
み
に
入
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
の

勇
払
原
野
の
自
然
環
境
を
守
る
た
め
に
、
美
々
川
で
の

定
期
的
な
水
質
調
査
を
サ
ポ
ー
タ
ー
の
方
々
と
実
施
し

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
方
々
と
力
を
合
わ
せ
、

貴
重
な
自
然
を
次
世
代
へ
つ
な
い
で
い
き
ま
す
。

● 

風
蓮
湖・春
国
岱

　 

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
登
録

　 

20
周
年
行
事
に
協
力

　
当
会
レ
ン
ジ
ャ
ー
が
常
駐
す
る
根
室
市
春
国
岱
原
生

野
鳥
公
園
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
春
国
岱
・
風

蓮
湖
が
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
登
録
20
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。
そ
れ
を
記
念
し
て
市
民
団
体
「
根
室
ワ
イ
ズ

ユ
ー
ス
の
会
」
が
主
催
す
る
記
念
行
事
が
行
わ
れ
、
レ

ン
ジ
ャ
ー
は
春
国
岱
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
案
内
や
今
昔
写

真
展
へ
の
写
真
提
供
等
に
協
力
し
ま
し
た
。

　● 

ツ
バ
メ
の
子
育
て
を
見
守
る
団
体
に

　 

感
謝
状
を
贈
呈

  

日
本
で
は
古
く
か
ら
「
ツ
バ
メ
が
巣
を
作
る
と
縁
起

が
良
い
」
と
言
わ
れ
、
商
売
繁
盛
の
シ
ン
ボ
ル
や
害
虫

を
促
進
す
る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実

施
し
ま
し
た
。
愛
鳥
週
間
に
はeBird

台
湾
チ
ー
ム
と

初
め
て
協
働
し
、
日
本
と
台
湾
で
見
ら
れ
る
ヤ
マ
ガ
ラ

の
仲
間
の
観
察
情
報
の
投
稿
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
11

月
８
日
に
は
立
教
大
学
で
、
コ
ー
ネ
ル
大
学
鳥
類
学
研

究
室
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
を
講
師
に
、eBird

に
蓄
積
さ
れ

た
デ
ー
タ
の
解
析
方
法
と
、
科
学
研
究
や
保
全
へ
の
具

体
的
な
活
用
事
例
を
紹
介
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実

施
し
、
学
生
や
研
究
者
を
中
心
に
多
く
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
う
し
た
活
動
を
通
じ
て
、eBird

の
国
内

の
利
用
者
は
約
１
万
２
０
０
０
人
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

の
投
稿
数
は
約
35
万
件
に
達
し
ま
し
た
。

● 

海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
対
策
事
業

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
汚
染
の
問
題
を
多
く
の
方
に
知
っ
て

も
ら
う
た
め
、オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
3
回
開
催
し
、

ア
ー
カ
イ
ブ
視
聴
を
含
め
１
５
０
０
名
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
海
の
日
に
あ
わ
せ
て
、
映
画
「
マ
イ

ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
ス
ト
ー
リ
ー
」
の
配
信
と
上
映

会
を
行
い
、
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
５
７
７
名
、
都
立
東
京

港
野
鳥
公
園
で
の
上
映
会
に
27
名
、
佐
竹
監
督
の
座
談

会
に
は
親
子
を
中
心
に
30
組
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
各
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
で
の
展
示
や
、
ご
み

拾
い
と
野
鳥
観
察
を
合
わ
せ
た
「
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
探

鳥
会
」
を
財
団
主
催
お
よ
び
支
部
に
呼
び
か
け
て
実
施

し
ま
し
た
。

　
政
策
提
言
で
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
条
約
の
政
府
間
交

渉
委
員
会
に
向
け
て
政
府
と
意
見
交
換
を
行
っ
た
ほ
か
、

国
際
自
然
保
護
連
合
（
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
）
の
世
界
自
然
保
護

会
議
で
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
汚
染
へ
の
行
動
を
呼
び
か

け
る
動
議
（
動
議
０
５
９
「
人
間
の
健
康
、生
物
多
様
性
、

自
然
環
境
を
守
る
た
め
に
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
汚
染
に
終

止
符
を
打
つ
た
め
の
行
動
を
推
進
す
る
」）
を
提
出
し
、

採
択
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
大
学
と
の
共
同
研
究

で
オ
ー
ス
ト
ン
ウ
ミ
ツ
バ
メ
の
汚
染
状
況
を
明
ら
か
に

し
た
ほ
か
、
そ
れ
を
も
と
に
政
策
提
言
活
動
な
ど
に
活

か
し
ま
し
た
。

● 

タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
事
業

　
２
０
２
６
年
3
月
に
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
レ
ッ
ド
リ
ス

ト
の
ラ
ン
ク
が
準
絶
滅
危
惧
（
N
T
）
に
下
が
り
、「
絶

滅
危
惧
種
」で
は
な
く
な
り
ま
し
た
。個
体
数
が
回
復
し
、

生
息
域
も
拡
大
し
て
き
た
た
め
、
今
回
の
評
価
に
至
り

ま
し
た
。
絶
滅
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
た
野
鳥
が
こ
こ

ま
で
回
復
で
き
た
の
は
、地
域
の
方
か
ら
始
ま
り
、行
政
、

当
会
や
他
団
体
に
よ
る
保
護
活
動
、
そ
し
て
支
援
者
の

皆
さ
ん
の
応
援
が
あ
っ
て
こ
そ
で
す
。 

　
し
か
し
、
ま
だ
多
く
の
課
題
が
残
っ
て
お
り
、
そ
の

一
つ
で
あ
る
「
給
餌
に
頼
ら
な
い
越
冬
」
を
ク
リ
ア
し

て
い
く
た
め
、
冬
期
自
然
採
食
地
整
備
や
餌
資
源
量
調

査
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
と
実
施
し
ま
し
た
。
タ
ン

チ
ョ
ウ
が
「
普
通
種
」
と
し
て
人
と
共
生
で
き
る
社
会

を
目
指
し
、
活
動
を
つ
づ
け
て
い
き
ま
す
。

● 

カ
ン
ム
リ
ウ
ミ
ス
ズ
メ
保
護
事
業

　
カ
ン
ム
リ
ウ
ミ
ス
ズ
メ
の
繁
殖
地
で
あ
る
神
子
元
島

（
静
岡
県
）
と
烏
帽
子
島
（
福
岡
県
）
で
、
人
工
巣
の

設
置
と
利
用
確
認
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
両
島
で
人
工

巣
を
使
っ
た
繁
殖
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
神
子
元
島
で

は
約
半
数
の
巣
箱
が
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
繁
殖

個
体
数
の
増
加
が
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。
繁
殖
地
周
辺
の

利
用
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
G
P
S
ロ
ガ
ー

を
カ
ン
ム
リ
ウ
ミ
ス
ズ
メ
に
装
着
す
る
調
査
を
神
子
元

島
で
行
い
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
都
立
東
京
港
野
鳥
公

園
で
の
世
界
ア
ル
バ
ト
ロ
ス
デ
ー
の
展
示
に
海
鳥
を
テ

ー
マ
と
し
た
ポ
ス
タ
ー
を
提
供
し
ま
し
た
。

風力発電施設による
“障壁影響調査”のよ
うす

英国王立鳥類保護
協会などが運営す
る野鳥保護区を訪
問

ワークショップ「世界最大
の市民科学プロジェクト
eBirdのデータ解析と、保
全・科学研究への活用」
のようす

自
然
保
護
事
業

事 業 報 告
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み   

こ  

も
と
じ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

え    

ぼ    

し  

じ
ま

を
食
べ
る
益
鳥
と
し
て
ツ
バ
メ
を
歓
迎
し
て
き
ま
し
た
。

当
会
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
ツ
バ
メ
と
人
と
の
共
生
が
つ

づ
く
こ
と
を
願
い
、
ツ
バ
メ
の
子
育
て
を
あ
た
た
か
く

見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
企
業
や
団
体
に
感
謝
状
を
贈
呈

し
て
い
ま
す
。
２
０
２
５
年
度
は
、
支
部
か
ら
贈
呈
先

の
推
薦
を
受
け
、
合
わ
せ
て
20
都
府
県
32
の
企
業
・
団

体
に
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
各
団
体
の
取
り
組
み

は
、
当
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
た
ほ
か
、
各
地
の

地
方
紙
な
ど
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

● 

野
鳥
に
関
す
る

　 

オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

　
全
国
の
会
員
や
支
援
者
の
方
、
野
鳥
に
興
味
を
持
つ

方
を
対
象
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
２
０
２
５
年
度
は
「
会
員
支
援
者

オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
」
や
「
オ
ン
ラ
イ
ン
探
鳥
会
」、

「
初
心
者
の
た
め
の
安
西
さ
ん
の
オ
ン
ラ
イ
ン
野
鳥
講

座
」
な
ど
、
年
25
回
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
約
2
万

５
０
０
０
人
の
方
が
視
聴
し
ま
し
た
。
今
後
も
、
さ
ま

ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
、
よ
り
多
く
の
方
に
バ

ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
、

野
鳥
や
自
然
へ
の
関
心
を
深
め
る
機
会
の
提
供
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

● 

パ
ン
フ
レ
ッ
ト「
超
独
断
！

　 

バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
カ
レ
ン
ダ
ー
」を
発
行

　
日
本
に
は
多
様
な
自
然
が
あ
り
、
四
季
折
々
の
さ
ま

ざ
ま
な
野
鳥
に
出
会
え
ま
す
。
地
域
や
季
節
で
見
ど
こ

ろ
が
変
わ
る
こ
と
も
、
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の
魅
力

で
す
。
特
定
の
場
所
や
季
節
に
見
ら
れ
る
鳥
、
数
千
・

数
万
羽
の
鳥
が
飛
び
交
う
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
風
景
な
ど
、

紹
介
し
た
い
ポ
イ
ン
ト
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
季
節
ご
と
の
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の
楽
し
み

方
を
伝
え
る
た
め
、
当
会
ス
タ
ッ
フ
が
独
断
で
選
ん
だ

季
節
の
見
ど
こ
ろ
を
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
ま
と
め
ま
し
た
。

本
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
11
月
か
ら
年
度
内
に
約
５
０
０

０
部
を
配
布
し
ま
し
た
。

● 『
探
鳥
会
リ
ー
ダ
ー
養
成
テ
キ
ス
ト
』の

　 

発
行
と
研
修
会
の
開
催

　
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
各
地
の
支
部
か
ら
探
鳥
会
の
担
い

手
（
リ
ー
ダ
ー
）
不
足
に
悩
む
声
が
寄
せ
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、
財
団
と
し
て
も
リ
ー
ダ
ー
養
成
の
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
支
部
の
有
志

と
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
作
っ
て
議
論
し
、
探
鳥
会

の
意
義
や
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
な
ど
探
鳥
会
運
営
に
必
要

な
情
報
を
ま
と
め
た
『
探
鳥
会
リ
ー
ダ
ー
養
成
テ
キ
ス

ト
』
を
発
行
し
ま
し
た
。
ま
た
、
2
月
に
は
こ
の
テ
キ

ス
ト
を
用
い
た
研
修
会
も
開
催
し
ま
し
た
。
今
後
も
支

部
と
連
携
し
、各
地
で
研
修
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

● 『
フィ
ー
ル
ド
ガ
イ
ド
日
本
の
野
鳥
』

　 

日
本
鳥
類
目
録
改
訂
第
8
版
準
拠
版

　 

を
発
行

　
長
年
、
広
く
活
用
さ
れ
て
い
る
『
フ
ィ
ー
ル
ド
ガ
イ

ド
日
本
の
野
鳥
』
に
つ
い
て
、
日
本
鳥
類
目
録
改
訂
第

8
版
に
準
拠
さ
せ
る
た
め
、
分
類
や
学
名
の
改
訂
を
行

い
ま
し
た
。
新
し
く
種
と
し
て
追
加
さ
れ
た
も
の
も
あ

り
ま
す
が
、
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
で
文
字
の
み
の
追
加
に

留
め
、
図
版
の
追
加
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
一
方
、
巻
末

リ
ス
ト
は
日
本
鳥
類
目
録
改
訂
第
８
版
に
準
拠
し
、
絶

滅
危
惧
種
等
の
情
報
は
2
0
2
6
年
1
月
1
日
現
在
の

情
報
に
更
新
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
増
刷
の
た
び
に
、

更
新
で
き
る
情
報
は
改
訂
す
る
予
定
で
す
。

重要生態系監視地域
モニタリング推進事
業の現地での調査研
修会のようす

カンムリウミスズメの人工巣
を設置（烏帽子島は長崎大
学、北九州市立いのちのたび
博物館と共同で実施）

学生ボランティアと冬期
自然採食地を整備する
ようす

（右）
IUCNの世界自然保護会議
での交渉のようす。動議を提
出し、採択された

（左）
根室市春国岱原生野鳥公園
ネイチャーセンターでは、根
室市地域おこし協力隊主催
の海洋プラスチックに関す
る企画展に、展示物や情報
提供で協力



● 

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
事
業

　
２
０
２
５
年
度
も
、２
０
２
３
年
度
か
ら
継
続
し
て
、

北
海
道
北
部
に
建
設
さ
れ
た
複
数
の
風
力
発
電
施
設
で
、

ガ
ン
・
ハ
ク
チ
ョ
ウ
類
、
海
ワ
シ
類
の
鳥
類
が
渡
り
時

に
風
車
を
避
け
て
飛
ぶ
、〝
障
壁
影
響
調
査
〞
を
春

（
３
・
４
月
）
と
秋
（
10
・
11
月
）
に
実
施
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
オ
ジ
ロ
ワ
シ
や
オ
オ
ワ
シ
の
衝
突
死
が
頻
発

す
る
北
海
道
北
部
の
浜
里
ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
を
運
営

す
る
事
業
者
に
対
し
て
、
協
議
会
を
立
ち
上
げ
て
専
門

家
等
と
協
議
の
う
え
で
よ
り
厳
し
い
保
全
措
置
を
講
ず

る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

　
連
携
団
体
（
支
部
）
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
、意
見
書・

要
望
書
を
の
べ
13
件
提
出
し
、
行
政
機
関
が
主
催
す
る

各
種
検
討
会
に
委
員
と
し
て
参
加
し
、
政
策
提
言
を
行

い
ま
し
た
。

 

● 

チ
ュ
ウ
ヒ
保
護
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
６
月
に
英
国
王
立
鳥
類
保
護
協
会
（
R
S
P
B
）
な

ど
が
運
営
す
る
野
鳥
保
護
区
ほ
か
10
か
所
を
訪
問
し
、

チ
ュ
ウ
ヒ
の
近
縁
種
で
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
チ
ュ
ウ
ヒ
の

繁
殖
環
境
の
創
出
方
法
を
学
び
ま
し
た
。
湿
地
環
境
を

維
持
し
て
い
く
こ
と
、
そ
の
た
め
に
は
保
護
区
内
の
土

壌
水
分
管
理
が
重
要
な
こ
と
、
定
期
的
な
ヨ
シ
刈
り
、

家
畜
の
放
牧
に
よ
る
植
生
管
理
や
捕
食
動
物
対
策
の
必

要
性
な
ど
に
つ
い
て
、
多
く
の
こ
と
を
学
べ
ま
し
た
。

　
勇
払
原
野
で
計
画
さ
れ
て
い
た
風
力
発
電
事
業
は
、

８
月
に
中
止
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。本
計
画
地
に
は
、

チ
ュ
ウ
ヒ
を
は
じ
め
と
す
る
希
少
鳥
類
の
重
要
な
繁
殖

地
が
残
っ
て
お
り
、
当
会
は
、
計
画
発
表
当
初
か
ら
地

域
の
保
護
団
体
な
ど
と
協
力
し
、
要
望
書
提
出
や
勉
強

会
な
ど
を
通
じ
、
中
止
を
訴
え
て
き
ま
し
た
。

● 

ツ
ル
越
冬
地
分
散
事
業

　
気
候
変
動
対
策
や
２
０
２
４
年
度
に
発
生
し
た
コ
メ

不
足
な
ど
の
た
め
、
農
業
政
策
が
大
き
く
変
わ
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。
ツ
ル
類
は
収
穫
後
の
水
田
で
越
冬
す
る
の

で
、
そ
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
対
策
を

検
討
す
る
た
め
の
調
査
や
行
政
へ
の
働
き
か
け
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、
愛
媛
県
西
予
市
や
熊
本
県
玉
名
市
で

の
地
域
の
取
り
組
み
に
参
画
し
ま
し
た
。

● 

重
要
生
態
系
監
視
地
域

　 

モニ
タ
リ
ン
グ
推
進
事
業（
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
サ
イ
ト
１
０
０
０
）

　
２
０
２
５
年
度
は
第
５
期
（
２
０
２
３
〜
２
０
２
７

年
）
の
３
年
目
に
あ
た
り
、
コ
ア
サ
イ
ト
で
は
繁
殖
期

19
か
所
、
越
冬
期
12
か
所
、
準
コ
ア
サ
イ
ト
で
は
繁
殖

期
７
か
所
、
越
冬
期
５
か
所
、
一
般
サ
イ
ト
で
は
繁
殖

期
77
か
所
、越
冬
期
53
か
所
で
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

コ
ア
サ
イ
ト
の
与
那
サ
イ
ト
（
沖
縄
島
）
で
越
冬
期
の

ホ
ン
ト
ウ
ア
カ
ヒ
ゲ
の
個
体
数
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
、

一
般
サ
イ
ト
で
は
、
越
冬
期
の
森
林
環
境
で
ア
オ
ジ
の

減
少
傾
向
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
調
査
結
果
の

発
表
と
普
及
、
調
査
員
獲
得
の
た
め
、
日
本
鳥
学
会
２

０
２
５
年
度
大
会
で
自
由
集
会
と
ポ
ス
タ
ー
発
表
を
行

い
ま
し
た
。そ
の
ほ
か
に
、新
し
い
調
査
員
の
確
保
と
調

査
員
の
交
流
、
情
報
交
換
を
目
的
に
調
査
研
修
・
交
流

会
を
現
地
で
1
回
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
1
回
行
い
ま
し
た
。

● eBird

の
運
営
と
利
用
促
進

　
世
界
最
大
の
市
民
科
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
トeBird

の
日

本
語
版
を
運
営
し
、eBird

へ
の
参
加
と
デ
ー
タ
の
活
用

● 

ア
カ
コ
ッ
コ
保
護
事
業

　
ア
カ
コ
ッ
コ
の
重
要
な
生
息
地
で
あ
る
三
宅
島
（
東

京
都
）
に
お
い
て
、
生
息
環
境
の
改
善
の
た
め
、
協
定

旅
館
に
協
力
し
て
も
ら
い
、
ア
シ
タ
バ
畑
２
か
所
に
水

場
を
設
置
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ

で
利
用
確
認
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
ア
カ
コ
ッ
コ
が
利
用

し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
島
内
外
に
参
加
者
を
募
り
、

林
床
を
覆
う
ツ
ル
を
除
去
し
、
採
餌
し
や
す
い
よ
う
に

整
備
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
近
年
ア
カ
コ
ッ
コ
と
エ
サ

の
競
合
が
懸
念
さ
れ
る
国
内
移
入
種
で
あ
る
ア
ズ
マ
ヒ

キ
ガ
エ
ル
の
影
響
を
調
べ
る
た
め
、
カ
エ
ル
除
去
区
を

作
る
た
め
の
カ
エ
ル
返
し
の
製
作
を
行
い
ま
し
た
。

● 
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
保
護
事
業

　
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
の
エ
サ
資
源
不
足
を
補
う
た
め
、
２

０
２
５
年
度
は
日
高
地
域
の
当
会
野
鳥
保
護
区
内
に
設

置
し
た
い
け
す
へ
、
4
か
月
間
で
計
１
２
０
㎏
の
ヤ
マ

メ
を
給
餌
し
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
製
紙
株
式
会
社
と

の
協
定
に
も
と
づ
く
根
室
地
域
の
野
鳥
保
護
区
で
は
、

3
つ
が
い
の
縄
張
り
内
に
あ
る
河
川
に
お
い
て
、
夏
と

秋
の
2
回
、同
社
と
共
同
で
魚
類
密
度
調
査
を
実
施
し
、

エ
サ
資
源
量
の
把
握
に
努
め
ま
し
た
。さ
ら
に
、釧
路
地

域
の
野
鳥
保
護
区
で
は
、
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
が
好
む
豊
か

な
森
を
再
生
す
る
た
め
、
カ
ラ
マ
ツ
林
を
針
広
混
交
林

化
す
る
間
伐
施
業
を
17 

ha
で
実
施
し
ま
し
た
。
当
会
は

引
き
つ
づ
き
、
生
息
環
境
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
整
備
の

両
面
か
ら
、本
種
の
保
護
活
動
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

● 

ウ
ト
ナ
イ
湖
サ
ポ
ー
タ
ー
活
動

　
ウ
ト
ナ
イ
湖
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
・
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー
で
は
、
地
域
の
方
々
に
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、
イ

ベ
ン
ト
運
営
や
調
査
、
環
境
管
理
な
ど
多
岐
に
わ
た
る

ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
２
０
２
５
年
９
月
に

は
、
札
幌
で
開
催
さ
れ
た
「
日
本
鳥
学
会
２
０
２
５
」

に
サ
ポ
ー
タ
ー
の
小
・
中
・
高
校
生
た
ち
が
参
加
。
毎

月
行
っ
て
い
る
森
林
・
草
原
・
湿
原
で
の
ス
ポ
ッ
ト
セ

ン
サ
ス
調
査
の
結
果
を
、
約
40
年
前
の
調
査
デ
ー
タ
と

比
較
し
て
発
表
し
、
参
加
者
の
方
々
か
ら
温
か
な
声
援

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ウ
ト
ナ
イ
湖
を
除
き
、

勇
払
原
野
は
ま
だ
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
の
よ
う
な
環
境
保

全
の
枠
組
み
に
入
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
の

勇
払
原
野
の
自
然
環
境
を
守
る
た
め
に
、
美
々
川
で
の

定
期
的
な
水
質
調
査
を
サ
ポ
ー
タ
ー
の
方
々
と
実
施
し

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
方
々
と
力
を
合
わ
せ
、

貴
重
な
自
然
を
次
世
代
へ
つ
な
い
で
い
き
ま
す
。

● 

風
蓮
湖・春
国
岱

　 

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
登
録

　 

20
周
年
行
事
に
協
力

　
当
会
レ
ン
ジ
ャ
ー
が
常
駐
す
る
根
室
市
春
国
岱
原
生

野
鳥
公
園
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
春
国
岱
・
風

蓮
湖
が
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
登
録
20
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。
そ
れ
を
記
念
し
て
市
民
団
体
「
根
室
ワ
イ
ズ

ユ
ー
ス
の
会
」
が
主
催
す
る
記
念
行
事
が
行
わ
れ
、
レ

ン
ジ
ャ
ー
は
春
国
岱
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
案
内
や
今
昔
写

真
展
へ
の
写
真
提
供
等
に
協
力
し
ま
し
た
。

　● 

ツ
バ
メ
の
子
育
て
を
見
守
る
団
体
に

　 

感
謝
状
を
贈
呈

  

日
本
で
は
古
く
か
ら
「
ツ
バ
メ
が
巣
を
作
る
と
縁
起

が
良
い
」
と
言
わ
れ
、
商
売
繁
盛
の
シ
ン
ボ
ル
や
害
虫

を
促
進
す
る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実

施
し
ま
し
た
。
愛
鳥
週
間
に
はeBird

台
湾
チ
ー
ム
と

初
め
て
協
働
し
、
日
本
と
台
湾
で
見
ら
れ
る
ヤ
マ
ガ
ラ

の
仲
間
の
観
察
情
報
の
投
稿
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
11

月
８
日
に
は
立
教
大
学
で
、
コ
ー
ネ
ル
大
学
鳥
類
学
研

究
室
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
を
講
師
に
、eBird

に
蓄
積
さ
れ

た
デ
ー
タ
の
解
析
方
法
と
、
科
学
研
究
や
保
全
へ
の
具

体
的
な
活
用
事
例
を
紹
介
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実

施
し
、
学
生
や
研
究
者
を
中
心
に
多
く
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
う
し
た
活
動
を
通
じ
て
、eBird

の
国
内

の
利
用
者
は
約
１
万
２
０
０
０
人
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

の
投
稿
数
は
約
35
万
件
に
達
し
ま
し
た
。

● 

海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
対
策
事
業

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
汚
染
の
問
題
を
多
く
の
方
に
知
っ
て

も
ら
う
た
め
、オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
3
回
開
催
し
、

ア
ー
カ
イ
ブ
視
聴
を
含
め
１
５
０
０
名
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
海
の
日
に
あ
わ
せ
て
、
映
画
「
マ
イ

ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
ス
ト
ー
リ
ー
」
の
配
信
と
上
映

会
を
行
い
、
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
５
７
７
名
、
都
立
東
京

港
野
鳥
公
園
で
の
上
映
会
に
27
名
、
佐
竹
監
督
の
座
談

会
に
は
親
子
を
中
心
に
30
組
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
各
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
で
の
展
示
や
、
ご
み

拾
い
と
野
鳥
観
察
を
合
わ
せ
た
「
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
探

鳥
会
」
を
財
団
主
催
お
よ
び
支
部
に
呼
び
か
け
て
実
施

し
ま
し
た
。

　
政
策
提
言
で
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
条
約
の
政
府
間
交

渉
委
員
会
に
向
け
て
政
府
と
意
見
交
換
を
行
っ
た
ほ
か
、

国
際
自
然
保
護
連
合
（
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
）
の
世
界
自
然
保
護

会
議
で
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
汚
染
へ
の
行
動
を
呼
び
か

け
る
動
議
（
動
議
０
５
９
「
人
間
の
健
康
、生
物
多
様
性
、

自
然
環
境
を
守
る
た
め
に
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
汚
染
に
終

止
符
を
打
つ
た
め
の
行
動
を
推
進
す
る
」）
を
提
出
し
、

採
択
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
大
学
と
の
共
同
研
究

で
オ
ー
ス
ト
ン
ウ
ミ
ツ
バ
メ
の
汚
染
状
況
を
明
ら
か
に

し
た
ほ
か
、
そ
れ
を
も
と
に
政
策
提
言
活
動
な
ど
に
活

か
し
ま
し
た
。

● 

タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
事
業

　
２
０
２
６
年
3
月
に
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
レ
ッ
ド
リ
ス

ト
の
ラ
ン
ク
が
準
絶
滅
危
惧
（
N
T
）
に
下
が
り
、「
絶

滅
危
惧
種
」で
は
な
く
な
り
ま
し
た
。個
体
数
が
回
復
し
、

生
息
域
も
拡
大
し
て
き
た
た
め
、
今
回
の
評
価
に
至
り

ま
し
た
。
絶
滅
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
た
野
鳥
が
こ
こ

ま
で
回
復
で
き
た
の
は
、地
域
の
方
か
ら
始
ま
り
、行
政
、

当
会
や
他
団
体
に
よ
る
保
護
活
動
、
そ
し
て
支
援
者
の

皆
さ
ん
の
応
援
が
あ
っ
て
こ
そ
で
す
。 

　
し
か
し
、
ま
だ
多
く
の
課
題
が
残
っ
て
お
り
、
そ
の

一
つ
で
あ
る
「
給
餌
に
頼
ら
な
い
越
冬
」
を
ク
リ
ア
し

て
い
く
た
め
、
冬
期
自
然
採
食
地
整
備
や
餌
資
源
量
調

査
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
と
実
施
し
ま
し
た
。
タ
ン

チ
ョ
ウ
が
「
普
通
種
」
と
し
て
人
と
共
生
で
き
る
社
会

を
目
指
し
、
活
動
を
つ
づ
け
て
い
き
ま
す
。

● 

カ
ン
ム
リ
ウ
ミ
ス
ズ
メ
保
護
事
業

　
カ
ン
ム
リ
ウ
ミ
ス
ズ
メ
の
繁
殖
地
で
あ
る
神
子
元
島

（
静
岡
県
）
と
烏
帽
子
島
（
福
岡
県
）
で
、
人
工
巣
の

設
置
と
利
用
確
認
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
両
島
で
人
工

巣
を
使
っ
た
繁
殖
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
神
子
元
島
で

は
約
半
数
の
巣
箱
が
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
繁
殖

個
体
数
の
増
加
が
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。
繁
殖
地
周
辺
の

利
用
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
G
P
S
ロ
ガ
ー

を
カ
ン
ム
リ
ウ
ミ
ス
ズ
メ
に
装
着
す
る
調
査
を
神
子
元

島
で
行
い
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
都
立
東
京
港
野
鳥
公

園
で
の
世
界
ア
ル
バ
ト
ロ
ス
デ
ー
の
展
示
に
海
鳥
を
テ

ー
マ
と
し
た
ポ
ス
タ
ー
を
提
供
し
ま
し
た
。

普
及
事
業
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トピックス当会の取り組み

を
食
べ
る
益
鳥
と
し
て
ツ
バ
メ
を
歓
迎
し
て
き
ま
し
た
。

当
会
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
ツ
バ
メ
と
人
と
の
共
生
が
つ

づ
く
こ
と
を
願
い
、
ツ
バ
メ
の
子
育
て
を
あ
た
た
か
く

見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
企
業
や
団
体
に
感
謝
状
を
贈
呈

し
て
い
ま
す
。
２
０
２
５
年
度
は
、
支
部
か
ら
贈
呈
先

の
推
薦
を
受
け
、
合
わ
せ
て
20
都
府
県
32
の
企
業
・
団

体
に
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
各
団
体
の
取
り
組
み

は
、
当
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
た
ほ
か
、
各
地
の

地
方
紙
な
ど
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

● 

野
鳥
に
関
す
る

　 

オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

　
全
国
の
会
員
や
支
援
者
の
方
、
野
鳥
に
興
味
を
持
つ

方
を
対
象
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
２
０
２
５
年
度
は
「
会
員
支
援
者

オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
」
や
「
オ
ン
ラ
イ
ン
探
鳥
会
」、

「
初
心
者
の
た
め
の
安
西
さ
ん
の
オ
ン
ラ
イ
ン
野
鳥
講

座
」
な
ど
、
年
25
回
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
約
2
万

５
０
０
０
人
の
方
が
視
聴
し
ま
し
た
。
今
後
も
、
さ
ま

ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
、
よ
り
多
く
の
方
に
バ

ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
、

野
鳥
や
自
然
へ
の
関
心
を
深
め
る
機
会
の
提
供
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

● 

パ
ン
フ
レ
ッ
ト「
超
独
断
！

　 

バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
カ
レ
ン
ダ
ー
」を
発
行

　
日
本
に
は
多
様
な
自
然
が
あ
り
、
四
季
折
々
の
さ
ま

ざ
ま
な
野
鳥
に
出
会
え
ま
す
。
地
域
や
季
節
で
見
ど
こ

ろ
が
変
わ
る
こ
と
も
、
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の
魅
力

で
す
。
特
定
の
場
所
や
季
節
に
見
ら
れ
る
鳥
、
数
千
・

数
万
羽
の
鳥
が
飛
び
交
う
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
風
景
な
ど
、

紹
介
し
た
い
ポ
イ
ン
ト
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
季
節
ご
と
の
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の
楽
し
み

方
を
伝
え
る
た
め
、
当
会
ス
タ
ッ
フ
が
独
断
で
選
ん
だ

季
節
の
見
ど
こ
ろ
を
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
ま
と
め
ま
し
た
。

本
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
11
月
か
ら
年
度
内
に
約
５
０
０

０
部
を
配
布
し
ま
し
た
。

● 『
探
鳥
会
リ
ー
ダ
ー
養
成
テ
キ
ス
ト
』の

　 

発
行
と
研
修
会
の
開
催

　
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
各
地
の
支
部
か
ら
探
鳥
会
の
担
い

手
（
リ
ー
ダ
ー
）
不
足
に
悩
む
声
が
寄
せ
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、
財
団
と
し
て
も
リ
ー
ダ
ー
養
成
の
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
支
部
の
有
志

と
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
作
っ
て
議
論
し
、
探
鳥
会

の
意
義
や
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
な
ど
探
鳥
会
運
営
に
必
要

な
情
報
を
ま
と
め
た
『
探
鳥
会
リ
ー
ダ
ー
養
成
テ
キ
ス

ト
』
を
発
行
し
ま
し
た
。
ま
た
、
2
月
に
は
こ
の
テ
キ

ス
ト
を
用
い
た
研
修
会
も
開
催
し
ま
し
た
。
今
後
も
支

部
と
連
携
し
、各
地
で
研
修
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

● 『
フィ
ー
ル
ド
ガ
イ
ド
日
本
の
野
鳥
』

　 

日
本
鳥
類
目
録
改
訂
第
8
版
準
拠
版

　 

を
発
行

　
長
年
、
広
く
活
用
さ
れ
て
い
る
『
フ
ィ
ー
ル
ド
ガ
イ

ド
日
本
の
野
鳥
』
に
つ
い
て
、
日
本
鳥
類
目
録
改
訂
第

8
版
に
準
拠
さ
せ
る
た
め
、
分
類
や
学
名
の
改
訂
を
行

い
ま
し
た
。
新
し
く
種
と
し
て
追
加
さ
れ
た
も
の
も
あ

り
ま
す
が
、
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
で
文
字
の
み
の
追
加
に

留
め
、
図
版
の
追
加
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
一
方
、
巻
末

リ
ス
ト
は
日
本
鳥
類
目
録
改
訂
第
８
版
に
準
拠
し
、
絶

滅
危
惧
種
等
の
情
報
は
2
0
2
6
年
1
月
1
日
現
在
の

情
報
に
更
新
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
増
刷
の
た
び
に
、

更
新
で
き
る
情
報
は
改
訂
す
る
予
定
で
す
。

日本製紙株式会社と
実施した魚類調査の
ようす。豊富なエサ資
源を確認

設置した水場を使う
アカコッコ

日本野鳥の会佐賀県支部の
推薦により、ツバメを見守る

「玄海みらい学園」（佐賀県）
に感謝状を贈呈

次代を担うウトナイ湖
サポーター

風蓮湖・春国岱ラムサー
ル条約湿地登録20周年
行事でレクチャーをする
レンジャー

「超独断！バードウォッチング
カレンダー」。年間を通じた
バードウォッチングの楽しみ
方や見どころを紹介したパン
フレット

『探鳥会リーダー養成
テキスト』

『フィールドガイド
日本の野鳥 増補
改訂新版』
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事 業 報 告
2025（令和7）年度

力強いご支援を、ありがとうございます！
鳥にも人にも優しい社会をめざす仲間が、
日本野鳥の会の活動を支えています。

昨年度もたくさんの個人・法人の皆さまから、
ご寄付や協賛をはじめ、物資のご提供、ボランティア活動など、

さまざまなご支援をいただきました。
ご寄付の総額は、4億3,764万2, 682円にのぼります。

心より感謝申し上げます。

皆さまの応援で「バードメイト」の輪が大きく広がっています

愛知県支部では５月～８月に東名阪自動車道蟹江ICサギコロニーのモニタリング
調査を行っています（詳しくは会誌『野鳥』2026年３・４号を参照）。最大５千羽近
い数になりますので、サギは私たちにとってなじみのある鳥です。中でもアオサギ
は１月頃から木のてっぺんを陣取って存在感を放っています。アオサギって目や足
を見ると恐竜のようでちょっと怖いですね。そんなアオサギがとても愛らしいバー
ドメイトピンバッジになりました。サギ好きにはたまらない一品です。このバッジ
を着けてサギ調査に行ったらせん望のまなざしを浴びること間違いなしです。皆
さんもぜひどうぞ。

バードメイトの
ピンバッジ

「スズメ」

支 部 か ら 新 バ ードメイト へ の 応 援 コ メント

新 實  豊 氏

日本野鳥の会愛知県支部 支部長
日本野鳥の会 監事

ご寄付へのお礼として、
野鳥の応援団「バードメイト」のピンバッジをはじめ、
オリジナルの野鳥グッズをご希望の方へプレゼントしています。
2025年度のモチーフは、オンラインで開催した
鳥類644種総選挙「バードメイト杯」で一位だった、スズメでした。

2026年度のバードメイトは
「アオサギ」です！

特集
「気づいてほしい、
 サギたちの命の営み」
はこちら

▲

　

個人の方からのご支援

三菱UFJ信託銀行に信託された財産の
収益金のご寄附

会費・通販代金支払い時に加えて
振り込んでいただいた寄付金などを含む

オリエントコーポレーションから
クレジットカードご利用金額の0.5％と、
利用者からのお申し出によるポイントのご寄付

（株）アシスト わんわん倶楽部／アトム（株）／カールツァイス（株）／学研グループ／株木建設（株）／カロラータ（株）／（株）キングジム／サントリーホールディングス（株）
神宮司庁／東亜建設工業（株）／（株）ニコンイメージングジャパン／（株）日本フードエコロジーセンター／日本野鳥の会茨城県／（株）フジナガ／（公財）ホシザキグリーン財団
丸和油脂（株）／三菱製紙（株）／（株）メール／モリトジャパン（株）／（株）モンベル／八ヶ岳倶楽部／横浜ゴム（株）／リコーリース（株）／リズム（株）

101件
24件

■個人からのご寄付（のべ件数）  
　10万円以上
　100万円以上

生涯会員寄付を除く
遺贈・相続財産寄付を含む

■個人との協定による野鳥保護区設置へのご協力
　永野貴浩氏
　石澤元勝氏

法人・団体からのご支援 （五十音順・敬称略）

■法人・団体からのご寄付（10万円以上）、物資提供、協賛、技術支援、野鳥保護区管理などへのご支援
　旭山動物園
　インクカートリッジ里帰りプロジェクト
　（特非）SOS総合相談グループ　
　（株）佐々木建設
　（株）ササキ工芸
　（一社）炭素会計アドバイザー協会
　（株）ツルヤ
　東京システムズ（株）
　日航スチュワーデスOG会
　日本製紙（株）

（株）バリューブックス
富士通（株）
堀井芙蓉苫小牧朗読実行委員会
NPO法人北海道シマフクロウの会
三菱電機（株）
三菱UFJ信託銀行（株）
三菱UFJニコス（株）

（株）もりもと
モンベルクラブ
八ヶ岳倶楽部

■「野鳥の子育て応援（ヒナを拾わないで）」キャンペーン2025年　ご協賛

■eBird Japan　ご協賛

■ボランティア
　野鳥生息地の環境整備活動など、ボランティアでのご支援
　アイシン北海道（株）　
　勇建設（株）
　日本航空（株）
　（一社）日本旅行業協会
　鶴居村タンチョウ愛護会
　フィールド・アシスタント・ネットワーク　
　ヨコハマタイヤリトレッド（株） 北海道事業所
　ボランティアサークル「ゆのみ」
　苫小牧ハスカップライオンズクラブ
　明治安田生命保険（相）
　

金額（円）

36,210,869

434,036
62,007,374
11,180,000
3,060,000

310,065
920,000
439,816

■おもなご寄付 
　

一般ご寄付
  

　募金箱へのご寄付 
　バードメイト、ブローチ等を通してのご寄付  
　生涯会員のご寄付 
　タンチョウふぁんクラブ賛助会費  
　鶴居サンクチュアリ募金箱他へのご寄付 
　ウトナイ湖ファンクラブ賛助会費  
　ウトナイ湖サンクチュアリ募金箱他へのご寄付 
 

  

■調査・イベント開催
　調査や一般の方に向けたイベント開催への協賛や物資提供などのご支援
　カールツァイス（株）
　（株）キングジム
　興和オプトロニクス（株）
　サントリーホールディングス（株）
　（株）ニコンイメージングジャパン
　（株）ニコンビジョン
　（株）ニチモク林産北海道
　日軽金アクト（株）
　日本軽金属（株）
　日本製紙（株）
　（株）不二家

■小冊子制作
　一般の方へ配布する小冊子制作への協賛や
　用紙提供などのご支援
　株木建設（株）
　（株）キングジム
　東亜建設工業（株）
　丸和油脂（株）
　
　
　
　
　

■募金箱設置
　募金箱設置へのご協力
　個人　41件
　法人　57件
　下記法人さまには、複数の店舗に募金箱を
　設置していただいています。
　（株）モンベル

昨年度もたくさんの個人・法人の皆さまから、ご寄付や協賛をはじめ、
物資のご提供、ボランティア活動などさまざまなご支援をいただきました。

厚く御礼申し上げます。（敬称略・五十音順）

　「野鳥と緑の信託」を通じたご寄附 

　「日本野鳥の会カード」を通じたご寄付 

1,590,492

8,246,269

〈企業との提携によるご寄付〉

三菱製紙（株）
山崎製パン（株）
横浜ゴム（株）

公益信託 経団連自然保護基金
一般社団法人 昭和会館
一般社団法人 霞会館
公益財団法人 北海道環境財団

■各種助成金
　サロベツ原野におけるチュウヒ・サンカノゴイの繁殖状況調査費用の一部 
　カンムリウミスズメ用GPSロガーの購入費の一部
　野外鳥類学論文集『Strix』の発行費用の一部
　ウトナイ湖サンクチュアリネイチャーセンターサポーター活動費

カールツァイス（株）／サントリーホールディングス（株）

明治ホールディングス（株）
山崎製パン（株）
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アーク循環器クリニック

（株）アイシン

（株）アシスト わんわん倶楽部

アトム（株）

（株）R.project

（株）いちテック

（株）植松商会

（株）エス・ピーパック

NCD（株）

MS＆ADインシュアランス グループ ホールディングス（株）

OMデジタルソリューションズ（株）

小川珈琲（株）

奥霧島温泉郷（株） ［協定旅館］

（株）オリエントコーポレーション

カールツァイス（株）

花王（株）

株木建設（株）

（株）カメラのキタムラ

カロラータ（株）

（株）かんぽ生命保険

キヤノン（株）

（株）キャメル珈琲

（株）キュービック・アイ

極東鋼弦コンクリート振興（株）

（株）キングジム

京浜急行電鉄（株）

（株）ケンコー・トキナー

興和オプトロニクス（株）

（公社）国土緑化推進機構

サントリーホールディングス（株）

（株）シモン

（株）小学館

（株）湘南カントリークラブ

神宮司庁

（株）シンサナミ

新日本印刷（株）

住商フーズ（株）

住友化学（株）

（株）Swallow Design Studio

宗教法人「生長の家」

ソニーマーケティング（株）

大同特殊鋼（株）

（株）タキ・リビング

（株）田代コンサルティング

（有）大洋商事

中国電力（株）

中電環境テクノス（株）

（株）テクノ中部

電源開発（株）

東京システムズ（株）

（株）東光

東洋証券（株）

苫小牧漁業協同組合

苫小牧港開発（株）

トヨタ自動車（株）

トヨタ紡織（株）

とりす工法研究会

中江産業（株）

（株）新潟システムソリューション

（株）ニコンイメージングジャパン

（株）日清製粉グループ本社

日本製紙（株）

（公社）日本ナショナル・トラスト協会

ニューウェルブランズ・ジャパン合同会社コールマン事業部

農林中央金庫

司法書士法人野崎合同事務所

野村ホールディングス（株）

ハクバ写真産業（株）

（株）はな

（株）阪急交通社

（医社）翡翠会　上平内科クリニック

（有）フィールドワーク

（医）福重会 レディースクリニック しげまつ

富士通（株）

（株）フジナガ

（株）不二家

幌延風力発電（株）

ポスタリア（株）

丸和油脂（株）

三菱製紙（株）

三菱電機（株）

三菱UFJ信託銀行（株）

光村印刷（株）

ミレー・マウンテン・グループ・ジャパン（株）

明治ホールディングス（株）

名鉄観光サービス(株)

（株）メール

モリトジャパン（株）

（有）八ヶ岳プランニング（八ヶ岳倶楽部）

山崎製パン（株）

横浜ゴム（株）

（医社）和敬会 みきやまリハビリテーション病院

法人特別会員
当会の活動をおもに資金面でご支援いただいています。

2026年６月１日現在、92社
●五十音順。
　株式会社は（株）、有限会社は（有）などと略記
●凡例
　50年　　会員継続50年以上
　40年　　会員継続40～49年
　30年　　会員継続30～39年
　20年　　会員継続20～29年
　10年　　会員継続10～19年
　 5年　　会員継続５～９年
　 　　　  会員継続５年未満
　   新　　2025年７月以降新規入会

10年
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